
 

 

 

 

 

 

 

 

 日差しに春の暖かさが感じられ、校庭の木々のつぼみも

少しずつ膨らみ始める季節となりました。保護者の皆様に

おかれましては、日頃より城山小学校の教育活動に温かい

ご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

さて、最近の校内で行われた「異学年交流遊び」では、
子供たちの明るい歓声が響き渡っていました。上級生が下
級生に優しく声をかけたり、皆で一緒になって無邪気に笑
い合ったりする姿はとても微笑ましかったです。学年の垣
根を越えたこの温かく穏やかな雰囲気こそが、今の城山小学校の良さと、子供たちの心の充実をそのまま
表していると感じています。 
いよいよ「６年生を送る会」が目前です。現在、新しいリーダーとなる５年生が中心となって、６年生

に心から喜んでもらおうと、一生懸命に企画や準備を進めてくれています。その熱意あふれる頼もしい姿
からは、最上級生へのバトンを受け継ぐ覚悟と確かな成長が感じられ、大変嬉しく、また心強く思ってい
ます。そして１年生から４年生の子供たちも、これまで優しくお世話をしてくれた６年生への「ありがと
う」の気持ちを込めて、出し物の練習や準備に励んでいます。学校全体が感謝の心で一つになる、大変素
敵な時間が流れています。また、６年生は、「６年生を送る会」と同時に行う「感謝の会」の準備を進めて
います。これは、これまでお世話になった地域の方々への感謝の気持ちをお伝えする場です。これもどの
ような内容となるのかが楽しみです。 
卒業を目前に控えた６年生。城山小学校の顔として、様々な行事や日々の学校生活の中で、常に全校の

先頭に立って引っ張ってくれました。下級生を思いやり、全校のお手本となってくれたリーダーとしての
素晴らしい活躍に、心から感謝の拍手を送ります。残された小学校生活の１日１日を、大切な仲間たちと
笑顔で味わって過ごしてほしいと願っています。 
今年度も残りわずかとなりました。子供たちが今後も笑顔あふれる学校生活を送れるよう、教職員一同、

引き続き温かく見守り、支援してまいります。 
 
 
 本校では現在、子供たちの気持ちの良い挨拶や思いやりの
ある行動を認め、良い習慣として定着させることを目的に
「ピースフルポイント制」を実施しています。全校児童で目
指す合計目標は「１０万ポイント」。日々の素晴らしい善行
の積み重ねにより、いよいよ目標達成まで残り約１万８千ポ
イントとなりました。目標を達成した際には「ご褒美」を進
呈する約束をしておりましたが、先日、代表の子供たちが校
長室を訪ねてきました。「校長先生、もし目標を達成したら
『宿題のない日を作る』か『昼休みが長い日を設定する』か
のどちらかの願いを聞いてくれませんか？」という、とても堂々としたお願いでした。私から「目標を達
成する自信はあるかな？ ６年生が卒業式を迎える前までに達成できるかな？」と問いかけると、子供たち
は迷うことなく力強く「できます！」と答えてくれました。その頼もしい返事に、私も嬉しくなり快諾し
ました。この後、担当の委員会から全校児童に向けて「目標達成に向けてみんなで頑張ろう」という呼び
かけが行われる予定です。私は、子供たちが必ずこの目標を達成してくれると確信しています。 
 自分たちで学校生活をより良く、楽しくするためのアイデアを発案し、実行に移す姿。本校の合言葉で
ある「Peace 飛び交う、日本一楽しい学校を作ろう」「気づき、考え、行動する子供」の実現に向かって、
子供たちが主体的に考え、行動できるようになったことに大変感心し、その成長を心から嬉しく思います。
保護者の皆様におかれましても、目標に向かって前向きに頑張る姿や、日々のちょっとした良い言動をご
家庭で見かけられましたら、ぜひ「すごいね」「頑張っているね」と温かく認め、たっぷりと褒めてあげて
ください。ご家庭でのそのお声掛けが、子供たちのさらなる成長の大きな原動力となります。引き続きの
サポートをどうぞよろしくお願いいたします。 

３月 ありがとうのバトンが繋ぐ、温かな春！ 

ピースフルポイント 10万点達成間近！お楽しみが待っています！ 

令 和 8 年 ３ 月 ２ 日 
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今年度の取組を継続しながら、新しく指定を受けた実践研究にも取り組み、教育計画をアップデー

トします。新規の内容について別添の資料を参照してください。（県・市教育委員会の指導助言を受

けながら計画立案・実践していきますので、現在のところの検討案です。） 

★☆★学校経営の方向性★☆★ 

【その１：体育科学習の充実から心の教育につなげる】 

 今年度に取り組んだ県教育委員会体育科研究「子供の体力向上実践モデル校」の取組をベース

に、その取組を通して、「ルールを守ること」「友達と協力をすること」「勝敗やがんばった結果を

素直に認めること」「友達の良さを認めること」などの遊びや運動に取り組む態度の向上をねらい、

平和に関する資質の向上に結び付けていきます。 

【その２：違いを認め共に学ぶインクルーシブ教育の充実】 

 特別支援学級の学級数が増える予定です。今年度の取組をベースに、障害に応じた小集団による学

習等に加えて、障害の枠を超えた学級編成を行ってインクルーシブ教育の充実を図るとともに、交流学級に

おいては副担任的な立場でその学級の支援もおこなっていきます。 

【その３：全ての教員がチームで指導】 

 指導の最小単位を学年と考え、1組～3組の学級担任、きらり担任・専科等も含めて学年チームを編

成し、全ての子供を育てる（共創して協働する）ことを継続していきます。同学年会チーム、低・中・

高のグループの誰もが教室を出入りし、まず、道徳の学習、朝の会・帰りの会から交換指導を始め、

できそうな教科は交換等を続けていきます。子供たちには、困ったり悩んだりしたときは、担任

の先生はもちろんですが、他のどの先生に相談してもＯＫです。 

★☆★具体的な取組★☆★ 

（１）継続 

①城山スポーツフェスタ。（かぶとがにアリーナでの室内開催） 

今年度末から企画検討を進め、新６年生とともにアイデアを具体化していきます。 

②通知表２回発行（１０月初旬・３月修了式）と個人面談の実施。 

・保護者面談：４月（希望者）、７月（全員）、１２月（希望者）。 

・子供の面談：７月（全員）、１２月（全員）＋ピースアンケート、アセスアンケート。 

（２）新規 

①長崎市体育科研究指定による授業改善及び子供の体力向上への取組。 

※  長崎市教育委員会体育科研究指定を受け、体育科授業の充実、子供の体力向上の仕掛けづく

りや生活習慣改善等に「教育課程柔軟化サキドリ研究事業実践研究」の中で取り組みます。 
②文部科学省研究指定「教育課程柔軟化サキドリ研究事業実践研究」への取組。 

※ 授業改善及び柔軟な教育課程の編成・実践に取り組む予定です。1単位時間の変更や日課表の

変更、探究学習の設定や子供の課題解決力・生活習慣力等の向上を目指した取組とともに、早寝、

早起き、朝ごはんの励行の家庭との連携などを行っていくことを検討しているところです。 

※ 下校時間がこれまでより 20分～30分程度早くなります。 

 次年度の教育活動の内容等については、新入学説明会で紹介をし、文部科学省からの研究指定校

決定の通知を受けて育友会長様並びに執行部の皆様にご説明をしてご理解をいただき、これまで以上

のご協力をお願いしたところです。 

 加えて、下校時間の変更に当たり、各所の学童保育にもお知らせとご協力をお願いしました。また、城

山スクールを開催している城山小育成協にもスクールの回数を増やすことについてご検討をお願いし

ています。 

次年度の教育計画の見通しについて 


